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陳

後

主

の

七

夕

詩

と

六

朝

の

侍

宴

七

夕

詩

久

保

卓

哉

六

朝

の

宮

廷

で

は

七

夕

の

宴

が

催

さ

れ

歌

舞

音

曲

と

と

も

に

盛

ん

に

詩

歌

が

作

ら

れ

た

。

宮

廷

で

の

七

夕

詩

を

陳

後

主

の

場

合

を

中

心

に

し

て

、

西

晋

の

皇

太

子

と

潘

尼

、

陸

機

及

び

梁

の

武

帝

と

任

昉

の

七

夕

詩

の

特

徴

を

明

ら

か

に

す

る

。

﹇

キ

ー

ワ

ー

ド

﹈

七

夕

応

酬

詩

潘

尼

陸

機

梁

武

帝

任

昉

陳

後

主

一

は
じ
め
に

七
夕
は
、
旧
暦
七
月
七
日
に
牽
牛
と
織
女
が
一
年
に
一
度
会
う
こ
と
が
で

き
る
夜
で
、
わ
が
国
で
は
こ
の
日
、
机
の
上
に
物
を
供
え
、
五
色
の
紙
に
願

い
ご
と
や
歌
を
記
し
て
竹
に
結
び
つ
け
、
二
人
の
逢
瀬
を
祈
る
。

中
国
で
は
古
く
か
ら
こ
の
伝
説
が
あ
り
、
七
夕
の
行
事
が
行
わ
れ
て
き
た

。

（
１
）梁

・
宗
懍
の
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
、

七
月
七
日
、
牽
牛
・
織
女
、
聚
会
の
夜
と
為
す
。

是
の
夕
、
人
家
の
婦
女
、
綵
樓
を
結
び
、
七
孔
の
針
を
穿
ち
、
或
い
は

金
・
銀
・
鍮
石
を
以
て
針
を
為
り

几
筵
・
酒
脯
・
瓜
果
を
庭
中
に
陳

、

つ
く

つ
ら

ね
、
以
て
巧
を
乞
う
。
喜
子
、
瓜
上
に
網
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
則
ち
以

く
も

（
２
）

て
符
応
ず
と
為
す
。

と
み
え
る
よ
う
に
、
六
朝
時
代
の
梁
に
お
い
て
す
で
に
行
事
と
し
て
定
着
し

て
い
た
。
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
と
漢
の
「
古
詩
十
九
首
」
に
、

迢
迢
牽
牛
星

迢
迢
た
る

牽
牛
の
星

皎
皎
河
漢
女

皎
皎
た
る

河
漢

の

女

あ
ま
の
か
わ

む
す
め

纖
纖
擢
素
手

纖
纖
と
し
て

素
手
を
擢
ば
し

の

札
札
弄
機
杼

札
札
と
し
て

機
杼
を
弄
す

終
日
不
成
章

終
日

章
を
成
さ
ず

あ
や

泣
涕
零
如
雨

泣
涕

零
つ
る
こ
と
雨
の
如
し

お
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河
漢
清
且
淺

河
漢
は

清
く
且
つ
淺
く

相
去
復
幾
許

相
い
去
る
こ
と

復
た
幾
許
ぞ

い
く
ば
く

盈
盈
一
水
間

盈
盈
た
る

一
水
の
間

不
得
語

と
し
て
（
相
い
見
る
だ
け
で
）

語
る
を
得
ず

脉
脉

脉
脉

（

文
選
』
巻
第
二
十
九
）

『

織
女
星
と
牽
牛
星
が
天
の
川
を
隔
て
て
逢
う
に
逢
え
な
い
悲
し
く
も
切
な
い

愛
が
う
た
わ
れ
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
『
詩
経
』
に
は
、
す
で
に
次
の
よ

う
な
歌
が
み
え
る
。

維
天
有
漢

維
れ
天
に

漢

有
り

あ
ま
の
か
わ

監
亦
有
光

監
れ
ば
亦
た
光
有
り

み

跂
彼
織
女

跂

し
彼
の
織
女

わ
か
れ

終
日
七
襄

終
日

七
襄
す

雖
則
七
襄

則
ち
七
襄
す
と
雖
も

不
成
報
章

報
章
を
成
さ
ず

睆
彼
牽
牛

睆

け
る
彼
の
牽
牛
は

か
が
や

不
以
服
箱

以
て

箱

を
服
か
ず

く
る
ま

ひ

（

詩
経
』
小
雅
大
東
）

『

『
詩
経
』
で
は
、
天
の
川
に
輝
く
織
女
星
は
機
織
り
を
し
て
も
織
物
が
で
き

ず
、
牽
牛
星
は
そ
れ
を
車
に
の
せ
て
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
う
た
わ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
七
夕
伝
説
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
行
事
は
六
朝
時
代
に
お
い
て
益
々

盛
ん
に
な
り
、
な
か
で
も
六
朝
末
の
天
子
陳
後
主
の
七
夕
へ
の
思
い
は
強
く

多
く
の
詩
を
残
し
て
い
る
。

二

六
朝
の
七
夕
詩
と
陳
後
主
の
七
夕
詩

陳
後
主
に
は
次
の
よ
う
な
七
夕
の
詩
が
あ
る
。

１

七
夕
宴
宣
猷
堂
各
賦
一
韻
詠
五
物
自
足
為
十
并
牛
女
一
首
五
韻
物

次
第
用
得
帳
屏
風
案
唾
壺
履

２

七
夕
宴
重
詠
牛
女
各
為
五
韻

３

同
管
記
陸
琛
七
夕
五
韻

４

同
管
記
陸
瑜
七
夕
四
韻

５

七
夕
宴
樂
脩
殿
各
賦
六
韻

６

七
夕
宴
玄
圃
各
賦
五
韻

７

初
伏
七
夕
已
覚
微
涼
既
引
應
徐
且
命
燕
趙
清
風
朗
月
以
望
七
襄
之

駕
置
酒
陳
樂
各
賦
四
韻
之
篇

こ
れ
ら
陳
後
主
の
七
首
と
い
う
数
は
、
六
朝
の
み
な
ら
ず
隋
唐
を
含
め
て
も

そ
の
数
は
最
も
多
い

試
み
に
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
の

。（
３
）

中
か
ら
、
六
朝
時
代
に
七
夕
を
詠
じ
た
詩
の
詩
題
と
作
者
と
を
生
卒
の
古
い

順
か
ら
並
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

魏

文
帝

燕
歌
行

久 保 卓 哉
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傅
玄

擬
四
愁
詩

西
晋

陸
機

擬
迢
迢
牽
牛
星

擬
明
月
皎
夜
光

陸
雲

答
兄
機

潘
尼

七
月
七
日
侍
皇
太
子
宴
玄
圃
園

葛
洪

四
非
歌

東
晋

王
鑒

七
夕
觀
織
女

李
充

七
月
七
日

蘇
彦

七
月
七
日
詠
織
女

秋
夜
長

宋

顔
延
之

為
織
女
贈
牽
牛

謝
霊
運

七
夕
詠
牛
女

徐
爰

詠
牛
女

謝
恵
連

七
月
七
日
夜
詠
牛
女

鮑
照

和
王
義
興
七
夕

謝
荘

七
夕
夜
詠
牛
女
応
制

王
微

七
襄
怨

劉
鑠

七
夕
詠
牛
女

王
僧
達

七
夕
月
下

顔
測

七
夕
連
句

孝
武
帝

七
夕

沈
約

織
女
贈
牽
牛

斉

范
雲

望
織
女

梁

武
帝

七
夕

東
飛
伯
労
歌

王
僧
孺

為
人
傷
近
而
不
見

柳
惲

七
夕
穿
針

何
遜

七
夕

擬
軽
薄
篇

劉
遵

七
夕
穿
針

劉
孝
威

七
夕
穿
針

詠
織
女

苦
暑

王
筠

代
牽
牛
答
織
女

劉
孝
儀

詠
織
女

劉
令
嫺

答
唐
娘
七
夕
所
穿
鍼

簡
文
帝

七
夕

七
夕
穿
針

庾
肩
吾

奉
使
江
州
舟
中
七
夕

七
夕

北
魏

魏
収

七
月
七
日
登
舜
山

北
斉

邢
邵

七
夕

盧
詢
祖

中
婦
織
流
黄

北
周

庾
信

七
夕

楊
柳
歌

閨
怨

陳

江
總

七
夕

内
殿
賦
新
詩
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張
正
見

秋
河
曙
耿
耿

後
主

七
夕
宴
宣
猷
堂
各
賦
一
韻
詠
五
物
自
足
為
十
并
牛

女
一
首
五
韻
物
次
第
用
得
帳
屏
風
案
唾
壺
履

七
夕
宴
重
詠
牛
女
各
為
五
韻

同
管
記
陸
琛
七
夕
五
韻

同
管
記
陸
瑜
七
夕
四
韻

七
夕
宴
樂
脩
殿
各
賦
六
韻

七
夕
宴
玄
圃
各
賦
五
韻

初
伏
七
夕
已
覚
微
涼
既
引
應
徐
且
命
燕
趙
清
風
朗

月
以
望
七
襄
之
駕
置
酒
陳
樂
各
賦
四
韻
之
篇

こ
れ
ら
の
詩
の
う
ち
本
論
で
は
、
宮
廷
の
七
夕
宴
で
天
子
を
中
心
に
し
て
ど

の
よ
う
な
詩
が
う
た
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。
そ
の
視
点
で
天

子
の
七
夕
詩
を
見
る
と
宋
孝
武
帝
の
「
七
夕
」
一
首
、
梁
武
帝
の
「
七
夕
」

一
首
、
梁
簡
文
帝
の
「
七
夕

「
七
夕
穿
針
」
二
首
、
及
び
陳
後
主
の
七
首

」

が
あ
り
、
数
と
し
て
は
陳
後
主
の
七
首
が
際
立
っ
て
多
い
。
し
か
も
そ
の
詩

題
を
見
る
と
、
四
韻
、
五
韻
、
六
韻
と
い
う
よ
う
に
韻
数
に
制
限
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
さ
ら
に
「
七
夕
宴
宣
猷
堂
各
賦
一
韻
詠
五
物
自
足
為
十
并
牛
女
一

首
五
韻
物
次
第
用
得
帳
屏
風
案
唾
壺
履
」
の
よ
う
に
詠
物
の
対
象
と
し
て
屏

風
や
唾
壷
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
陳
後
主
の

七
夕
詩
の
特
徴
が
あ
る
。

三

陳
後
主
の
「
七
夕
宴
玄
圃
各
賦
五
韻
」

陳
後
主
の
七
夕
の
詩
は
、
七
首
の
う
ち
の
ど
の
一
つ
を
と
っ
て
も
興
味
深

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
七
夕
宴
宣
猷
堂
各
賦
一
韻
詠
五
物
自
足
為
十
并
牛
女
一

」

「

」

首
五
韻
物
次
第
用
得
帳
屏
風
案
唾
壺
履

と

七
夕
宴
重
詠
牛
女
各
為
五
韻

の
二
首
を
手
が
か
り
に
す
る
と
、
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
「
沈
約
の

賦
韻
」
と
そ
の
後
の
「
鉤
韻
」
の
実
態
と
方
法
と
を
解
明
で
き
る
か
ら
で
あ

り

「
同
管
記
陸
琛
七
夕
五
韻
」
と
「
同
管
記
陸
瑜
七
夕
四
韻
」
の
二

（
４
）
、

首
は
、
陳
後
主
の
文
学
と
陸
琛
、
陸
瑜
の
文
学
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
好

資
料
を
提
供
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
論
じ
る
「
七
夕
宴
玄

圃
各
賦
五
韻
」
は
と
り
わ
け
文
学
的
な
評
価
が
高
い
。

（
５
）

陳
後
主

七
夕
宴
玄
圃
各
賦
五
韻

殿
深
炎
氣
少

殿
は
深
く
し
て

炎
氣

少
な
く

日
落
夜
風
清

日
は
落
ち
て

夜
風

清
ら
か
な
り

○

月
小
看
針
暗

月

小
さ
く
し
て

針
を
看
る
に
暗
き
に

雲
開
見
縷
明

雲

開
き
て

縷
を
見
る
ほ
ど
に
明
る
し

○

い
と

絲
調
聽
魚
出

絲
の
調
べ
あ
り
て

聽
き
し
魚
出
で

こ
と

吹
響
間

聲

吹
の
響
き
あ
り
て

間
（
ま
じ
）
り
て
蝉
聲
を
な

蟬
○

ふ
え

す

度
更
銀
燭
盡

更

度
り
て

銀
燭
尽
き

と
き

う
つ

陶
暑
玉
卮
盈

陶
暑
の
た
め
に

玉
卮
に
盈
た
す

○

と
う
し
ょ

ぎ
ょ
く
し

み

星
津
雖
可
望

星
津
は

望
む
可
き
と
雖
も

久 保 卓 哉
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詎
得
似
人
情

詎
ぞ
人
の
情
に
似
せ
る
を
得
ん
や

○

な
ん

宮
殿
は
奥
深
く
て
、
暑
気
は
さ
ほ
ど
で
も
な
く
、
日
が
沈
む
と
、

夜
風
が
涼
し
い
。
月
あ
か
り
は
小
さ
く
て
針
に
糸
を
通
す
七
夕
の

行
事
を
す
る
に
は
薄
暗
い
が
、
ち
ょ
う
ど
雲
が
わ
れ
て
色
の
糸
が

見
え
る
ほ
ど
に
明
る
く
な
っ
た
。
玄
圃
園
で
奏
で
ら
れ
る
琴
の
調

べ
を
聞
い
て
魚
が
水
草
の
下
か
ら
出
て
き
、
笛
の
音
に
ま
じ
っ
て

蝉
が
鳴
い
て
い
る
。
時
が
経
っ
て
灯
燭
が
消
え
、
暑
さ
を
消
す
た

め
に
大
き
な
杯
に
冷
た
い
酒
を
み
た
す
。
夜
空
を
見
上
げ
る
と
天

の
川
は
目
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
年
に
一
度
し
か
会
え
な

い
織
女
星
は
ど
う
し
て
こ
の
世
の
人
の
心
と
同
じ
で
あ
り
え
よ
う

か
。

こ
の
詩
の
第
三
、
第
四
の
二
句
と
、
第
五
、
第
六
の
二
句
の
表
現
は
特
に

描
写
が
巧
み
で
あ
る

「
月
小
看
針
暗
、
雲
開
見
縷
明
」
の
二
句
で
は
、
月

。

光
に
か
ざ
し
て
「
針
を
看
る

、
雲
の
合
間
に
「
縷
を
見
る
」
と
、
針
と
糸

」

と
を
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
七
月
七
日
の
夜
に
女
性
が
七
本
の
針
に
美
し

い
色
ど
り
の
糸
を
通
す
「

乞
巧
奠

」
の
行
事
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

き
つ
こ
う
て
ん

先
に
引
い
た
梁
・
宗
懍
の
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
是
の
夕
、
人
家
の
婦
女
、

綵
樓
を
結
び
、
七
孔
の
針
を
穿
ち
、
或
い
は
金
・
銀
・
鍮
石
を
以
て
針
を
為

り
、
几
筵
・
酒
脯
・
瓜
果
を
庭
中
に
陳
ね
、
以
て
巧
を
乞
う
」
と
あ
る
の
が

そ
れ
で

『
荊
楚
歳
時
記
』
は
家
庭
の
女
性
の
七
夕
祭
の
様
子
を
伝
え
た
も

、

の
だ
が
、
陳
後
主
の
宮
廷
で
も
同
様
に
、
玄
圃
園
の
庭
に
出
て
月
に
針
を
か

ざ
し
な
が
ら
糸
を
通
し
た
の
で
あ
る
。
美
し
い
宮
女
が
白
い
手
に
針
と
糸
を

も
っ
て
月
明
か
り
の
下
で
糸
を
通
す
。
月
が
雲
に
隠
れ
て
暗
く
な
る
と
「
通

ら
な
い
わ
」
と
声
を
あ
げ
、
月
が
現
れ
る
と
「
通
り
そ
う
だ
わ
」
と
声
を
あ

げ
、
そ
れ
を
見
守
る
陳
後
主
や
座
客
は
ど
っ
と
沸
い
て
月
を
見
上
げ
、
雲
の

ゆ
く
え
に
一
喜
一
憂
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
句
に
は
月
と
雲
の
動
き
に
つ

れ
て
明
暗
が
交
互
に
お
と
ず
れ
る
光
の
動
き
が
あ
る
。
そ
の
光
の
下
で
針
を

。

、

、

持
つ
白
い
手
が
あ
げ
る
透
き
通
っ
た
声
の
響
き
が
あ
る

月
と
雲

針
と
糸

明
と
暗
と
の
平
易
で
簡
潔
な
用
語
の
対
比
の
中
か
ら
醸
し
だ
さ
れ
る
詩
意
は

ま
こ
と
に
動
的
で
立
体
感
を
持
つ
。

こ
の
二
句
を
清
・
陳
祚
明
の
『
采
菽
堂
古
詩
選
』
は
「
月
小
の
二
句
は
雋

な
り

、
つ
ま
り
「
月
小
」
の
二
句
は
傑
出
し
て
良
い
と

」
（
卷
之
二
十
九
陳
一
）

評
し
、
中
国
科
学
院
の
曹
道
衡
は
「

月
小
〉
の
両
句
は
針
を
浮
か
べ
乞
巧

〈

す
る
七
夕
の
情
趣
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。
対
句
が
見
事
で
用
字
は
極

文
学
史
百
題

事

め
て
精
緻
で
あ
り

作
者
の
芸
術
性
が
よ
く
現
れ
て
い
る

、

」（
「

『

事
修
飾
、
望
之
嫣
然
』
南
朝
文
学
史
中
的
陳
後
主
」
文
史
知
識
一
九
九
一
年
第
三
期
）

と
評
し
て
い
る

続
く
第
五
、
第
六
の
二
句
「
絲
調
聽
魚
出
、
吹
響
間

聲
」
に
は
自
然
と

蟬

音
楽
の
合
奏
が
あ
る
。
弦
と
管
、
魚
と
蝉
と
の
四
部
重
奏
と
で
も
い
え
る
も

の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も

魚
の
動
き
を
詠
ん
だ
詩
で
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
に
謝
朓
の

遊

、

「

東
田

が
あ
る

「
魚
戲
れ
て
新
し
き
荷
動
き
、
鳥

散

」

。

（
文
選
巻
第
二
十
二
）

と
び
た

ち
て
餘
れ
る
花
落
つ
」
が
そ
れ
で
、
こ
き
ざ
み
に
揺
れ
る
荷
の
葉
か
ら
水

の
こ

温
む
春
の
水
面
下
の
魚
の
活
動
を
知
る
と
い
う
、
自
然
の
息
吹
を
と
ら
え
る

（
玉

妙
は
他
の
詩
人
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
そ
の
謝
朓
の
詩
「
贈
王
主
簿
」

初
句
「
日
落
窗
中
坐
」
を
ま
ね
て
作
っ
た
梁
簡
文
帝
の
「
擬

台
新
詠
卷
四
）
の

陳後主の七夕詩と六朝の侍宴七夕詩
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落
日
窗
中
坐

に
「
游
魚
池
の
葉
を
動
か
し
、
舞
う
鶴
階

」
（
玉
台
新
詠
卷
七
）

き
ざ
は
し

の
塵
を
散
ら
す
」
が
あ
り
、
陳
後
主
の
二
句
も
こ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。
だ

が
陳
後
主
の
詩
に
は
自
然
と
人
間
と
の
融
和
が
あ
る
。
弦
の
音
に
誘
わ
れ
て

魚
が
顔
を
出
し
、
笛
の
音
に
合
わ
せ
て
蝉
が
鳴
く
。
七
夕
の
夜
、
庭
の
す
べ

て
が
宴
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
句
を
『
采
菽
堂
古
詩
選
』
は

「
絲
調
の
二
句
は
細
な
り

、
つ
ま
り
「
絲
調
」
の
二
句

」
（
卷
之
二
十
九
陳
一
）

に
は
音
楽
の
調
べ
が
あ
る
と
評
し
、
曹
道
衡
は
「

絲
調
〉
の
二
句
に
は
、

〈

そ
の
時
の
音
楽
と
自
然
の
景
色
と
が
描
か
れ
て
い
て
、
お
の
ず
と
精
細
さ
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
評
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
指
し

」
（
同
）

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
庭
の
す
べ
て
が
七
夕
に
参
加
す
る
華
や
か
な
宴
も
、
二
時
間
以

上
が
た
つ
と
銀
燭
の
灯
り
が
燃
え
つ
き
、
人
は
席
に
戻
っ
て
暑
さ
を
し
ず
め

る
べ
く
玉
の
杯
に
酒
を
そ
そ
い
で
酌
み
交
わ
す
。
語
る
は
織
女
と
牽
牛
の
七

夕
の
こ
と
。
星
を
見
上
げ
て
は
織
女
の
切
な
く
哀
れ
な
境
遇
を
語
り
、
七
夕

の
宴
は
過
ぎ
て
ゆ
く
。
こ
の
詩
の
最
後
の
四
句
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
陳
後

主
の
七
夕
宴
の
情
景
が
読
み
と
れ
る
。

（
七

こ
の
詩
を
収
め
る
『
古
詩
紀
』
は
題
を
「
七
夕
宴
玄
圃
各
賦
五
韻
」

、

「

、

夕
に
玄
圃
に
宴
し
各
の
五
韻
を
賦
す
）
と
伝
え

座
客
を
記
し
て

座
有
顧
野
王

陸
琢
、
姚
察
等
四
人
上

）

」
（
座
に
顧
野
王
、
陸
琢
、
姚
察
等
四
人
有
り
て

上

る

た
て
ま
つ

と
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
詩
の
題
「
各
賦
五
韻
」
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
言

及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
七
夕
の
宴
に
同
席
し
た
の
は
、
顧
野

王
、
陸
琢
、
姚
察
の
三
人
と
名
は
伝
わ
ら
な
い
が
誰
か
も
う
一
人
と
の
合
計

四
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ

「
各
」
と
は
こ
の
四
人
と
陳
後
主
を
指
そ
う
。
そ

。

し
て
「
賦
五
韻
」
と
は
、
陳
後
主
の
詩
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
五
つ
の
韻

を
ふ
む
十
句
の
詩
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
五
つ
の
韻
字
は
、
既

に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に

、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た
韻

（
４
）

目
に
従
う
も
の
で
あ
っ
た
。
陳
後
主
の
場
合
、
五
つ
の
韻
字
が
「
清
、
明
、

、

、

」

、

「

」

。

声

盈

情

で
あ
る
こ
と
か
ら

そ
の
韻
目
は
下
平
声

庚

で
あ
っ
た

そ
の
「
庚
」
の
韻
目
に
属
す
る
字
を
使
っ
て
五
韻
十
句
の
詩
を
作
っ
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
人
の
詩
も
「
庚
」
韻
に
属
す
る
他
の
韻
字
、
例
え

ば
、
営
、
楨
、
頃
、
嬰
、
京
、
兵
、
兄
、
生
等
の
韻
字
を
用
い
て
作
詩
し
た

の
で
あ
ろ
う

。
し
か
ら
ば
、
四
人
の
詩
も
残
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
６
）

い
は
ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら
残
っ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
陳
後
主
の
詩

ほ
ど
も
優
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

四

宮
廷
の
七
夕
宴
で
の
応
酬
詩

六
朝
で
七
夕
を
詠
じ
た
詩
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
右
の
第
二
章
で
あ
げ
た
が
、

こ
の
論
で
注
目
す
る
の
は
個
人
の
七
夕
詩
で
は
な
く
、
宮
廷
の
七
夕
宴
で
天

子
と
座
客
と
で
酬
唱
し
あ
っ
た
詩
で
あ
る
。
視
点
を
そ
こ
に
絞
る
と
六
朝
の

な
か
で
は
陳
後
主
の
七
夕
詩
以
外
に
、
西
晋
・
潘
尼
の
「
七
月
七
日
侍
皇
太

子
宴
玄
圃
園
」
と
陸
機
の
「
皇
太
子
宴
玄
圃
宣
猷
堂
有
令
賦
詩
」
及
び
梁
武

帝
の
「
七
夕
」
が
注
目
さ
れ
る
。

西
晋
潘
尼
と
陸
機

（一）

潘
尼
が
皇
太
子
の
七
夕
宴
に
侍
し
た
と
き
の
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

久 保 卓 哉
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潘
尼

七
月
七
日
侍
皇
太
子
宴
玄
圃
園

商
風
初
授

商
風

初
め
て
授
か
り

あ
き
か
ぜ

辰
火
微
流

辰
火

微
か
に
流
る

○

ひ
の
ほ
し

朱
明
送
夏

朱
明

夏
を
送
り

少
昊
迎
秋

少
昊

秋
を
迎
う

○

嘉
禾
茂
園

嘉
禾

園
に
茂
り

芳
草
被
疇

芳
草

疇
を
被
う

○

た

お
お

於
是
我
后

是
に
於
て

我
が
后き
み

）

以
豫
以
遊

以
て
豫
し
み

以
て
遊
ぶ

（
下
平
声
尤
韻

○

た
の

秋
風
が
吹
き
始
め
て
、
辰
火
の
星
が
西
に
傾
こ
う
と
し
て
い
る
。

太
陽
は
夏
を
送
り
出
し
て
、
少
昊
の
神
は
秋
を
迎
え
い
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
実
り
の
穂
が
玄
圃
の
園
に
茂
り
、
香
草
が
美
田
を
お

お
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
七
月
七
日
の
日
に
わ
が
皇
太
子
は
、

七
夕
の
宴
を
楽
し
み
遊
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

こ
の
詩
に
関
し
た
こ
と
が
『
初
学
記
』
に
み
え
そ
こ
に
は
「
潘
尼
詩
序
、
七

、

、

」

。

「

」

月
七
日

皇
太
子
会
於
玄
圃
園

有
令
賦
詩

と
あ
る

こ
の

潘
尼
詩
序

、

。

か
ら
す
る
と

潘
尼
は
皇
太
子
の
命
令
で
こ
の
詩
を
賦
し
た
こ
と
が
分
か
る

こ
の

時
の
皇
太
子
と
は
、
潘
尼
が
恵
帝
の
元
康
年
間
に
太
子
舎
人

（
７
）

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
恵
帝
の
長
子
で
あ
る
愍
懐
太
子
司
馬
遹
が

い
つ

そ
の
人
で
あ
る
。
こ
の
時
皇
太
子
に
仕
え
て
い
た
の
は
、
潘
尼
の
他
に
、
太

子
太
師
何
劭
、
太
子
太
傅
王
戎
、
太
子
太
保
楊
済
、
太
子
少
師
裴
楷
、
太
子

少
傅
張
華
、
太
子
少
保
和
嶠

及
び
、
太
子

（

晋
書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
）

『

（
呉
文
治
『
中
国
文
学
史
大

洗
馬
陸
機
、
太
子
舎
人
陸
雲
、
太
子
中
庶
子
傅
咸

等
の
、
後
に
そ
の
高
名
を
残
す

事
年
表
』
上
﹇
合
肥
﹈
黄
山
書
社
一
九
八
七
年
）

人
々
が
い
た
。
し
た
が
っ
て
皇
太
子
の
七
夕
の
宴
に
は
こ
れ
ら
の
錚
々
た
る

、

。

顔
ぶ
れ
が
列
席
し

潘
尼
と
同
じ
く
命
を
う
け
て
詩
を
賦
し
た
の
で
あ
ろ
う

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
太
子
官
の
う
ち
王
戎
、
楊
済
、
裴
楷
、
和
嶠
に
は
作
品

そ
の
も
の
が
伝
わ
ら
ず

張
華

陸
雲

傅
咸
に
つ
い
て
は

文
選

や

芸

、

、

、

『

』

『

文
類
聚

に
伝
わ
る
諸
詩
を
調
べ
て
も
関
連
す
る
も
の
は
な
い

ま
た

文

』

。

、『

選
』
巻
第
二
十
九
に
伝
わ
る
何
劭
の
「
雑
詩
」
に
は
わ
ず
か
に
そ
の
初
句
の

表
現
に
潘
尼
の
詩
と
の
類
似
性
が
み
ら
れ
る
が
、
宴
席
で
の
同
時
期
の
作
で

（
商
風
初
め

は
な
い
。
そ
の
初
句
と
は
、
潘
尼
の
「
商
風
初
授
、
辰
火
微
流

」
に
た
い
し
て
何
劭
の
「
秋
風
乘
夕
起
、
明
月

て
授
か
り
、
辰
火
微
か
に
流
る
）

照
高
樹

」
で
、
ど
ち
ら
も

（
秋
風
夕
べ
に
乗
じ
て
起
こ
り
、
明
月
高
樹
を
照
ら
す
）

秋
風
が
吹
き
始
め
た
と
い
う
歌
い
起
こ
し
で
あ
る
が
、
潘
尼
の
四
言
に
対
し

、

。

、

て
何
劭
は
五
言
で
あ
り

内
容
も
七
夕
の
宴
と
の
つ
な
が
り
は
な
い

だ
が

太
子
洗
馬
陸
機
に
は
「
皇
太
子
宴
玄
圃
宣
猷
堂
有
令
賦
詩
」
が
あ
り
、
こ
れ

。

、

は
潘
尼
と
同
じ
時
の
詩
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

時
に
潘
尼
は
四
十
四
歳

陸
機
は
三
十
三
歳
で
あ
っ
た

『
文
選
』
巻
第
二
十
に
伝
わ
る
陸
機
の

（
８
）
。

詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

陸
機

皇
太
子
宴
玄
圃
宣
猷
堂
有
令
賦
詩

陳後主の七夕詩と六朝の侍宴七夕詩
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三
正
迭
紹

三
正

迭
い
に
紹
ぎ

た
が

つ

洪
聖
啓
運

洪
聖

運
を
啓
け
り

○

ひ
ら

自
昔
哲
王

昔
自
り

哲
王

（
去
声
問
韻
）

先
天
而
順

天
に
先
ん
じ
て
順
う

○

羣
辟
崇
替

羣
辟
は

崇
り
替
れ

お
わ

す
た

降
及
近
古

降
り
て
近
古
に
及
ぶ

●

黃
暉
旣
渝

黃
暉
は

旣
に
渝
り

か
わ

素
靈
承
祜

素
靈
は

祜

を
承
く

●

さ
い
わ
い

乃
眷
斯
顧

乃
ち

眷

み
て
斯
に

顧

み

か
え
り

こ
こ

か
え
り

（
上
声
麌
韻
）

祚
之
宅
土

之
に
祚
い
て
土
を
宅
む

●

こ
れ

む
く

さ
だ

三
后
始
基

三
后
は

始
め
て
基
づ
き

丗
武
丕
承

世
武
は

丕
い
に
承
く

△

お
お

恊
風
傍
駭

恊
ら
げ
る
風

傍

く
駭
り

や
わ

あ
ま
ね

お
こ

天
晷
仰
澄

天
の

晷

は

仰
ぐ
に
澄
み
わ
た
れ
り

△

ひ
か
り

淳
曜
六
合

淳
い
に
六
合
を
曜
ら
か
に
し
て

お
お

あ
き

（
下
平
声
蒸
韻
）

皇
慶
攸
興

皇

の

慶

び

攸
に
興
る

△

す
め
ら
ぎ

よ
ろ
こ

こ
こ

自
彼
河
汾

彼
の
河
汾
自
り

か

奄
齊
七
政

奄
い
に
七
政
を

齊

う

▲

お
お

と
と
の

時
文
惟
晉

時
れ
文
た
る
惟
の
晉

こ

こ

丗
篤
其
聖

世
よ
其
の
聖
を
篤
く
す

▲

よ

欽
翼
昊
天

欽
ん
で
昊
天
を

翼

い

つ
つ
し

お
お
そ
ら

う
や
ま

對
楊
成
命

對
え
て
成
命
を
楊
ぐ

▲

こ
た

九
區
克
咸

九
區
は

克
く

咸

ぎ

よ

や
わ
ら

（
去
声
映
韻
）

讌
歌
以
詠

讌
歌
し
て
以
て
詠
う

▲

皇
上
纂
隆

皇
上
は

隆
き
を
纂
ぎ

た
か

つ

經
敎
弘
道

經
敎
し
て

道
を
弘
む

□

于
化
旣
豐

化
に
于
て
は

旣
に
豐
か
に

お
い

在
工
載
考

工
に
在
り
て
は

載

ち
考
る

□

す
な
わ

な

俯
釐
庶
績

俯
し
て
庶
績
を
釐
め

お
さ

仰
荒
大
造

仰
ぎ
て
大
造
を
荒
い
に
す

□

お
お

儀
形
祖
宗

祖
宗
に

儀

り

形

し
て

の
つ
と

あ
ら
わ

（
上
声
皓
韻
）

妥
綏
天
保

天
保
を
妥
や
か
に
綏
ん
ず

□

お
だ

や
す

篤
生
我
后

篤
く
生
ま
れ
し

我
が
后き
み

（
去
声
宥
韻
）

克
明
克
秀

克
く
明
ら
か
に

克
く
秀
づ

◎

體
輝
重
光

輝

は
重
光
に
體
し
て

ひ
か
り

承
規
景
數

規
は
景
數
に
承
く

■

の
り

茂
德
淵
沖

茂
德
は

淵
の
ご
と
く
に
沖
く

ふ
か

（
去
声
遇
韻
）

天
姿
玉
裕

天
姿
は

玉
の
ご
と
く
に
裕
か
な
り

■

ゆ
た

蕞
爾
小
臣

蕞
爾
た
る

小
臣

さ
い

じ

邈
彼
荒
遐

邈
か
な
る
彼
の
荒
遐
よ
り
す

◇

は
る

弛
厥
負
擔

厥
の
負
擔
を
弛
め
て

そ

ゆ
る

久 保 卓 哉
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振
纓
承
華

纓
を
承
華
に
振
の
う

◇

と
と

匪
願
伊
始

願
い
は
伊
れ
始
め
に
匪
ず

こ

あ
ら

（
下
平
声
麻
韻
）

惟
命
之
嘉

惟
だ
命
の
嘉
き
な
る
か
な

◇

た

よ

こ
れ
を
み
る
と
陸
機
は
直
接
に
は
七
夕
を
う
た
っ
て
い
な
い
。
う
た
う
の
は

晋
の
帝
室
の
正
統
性
と
、
天
子
恵
帝
の
聖
徳
性
へ
の
讃
歌
、
そ
し
て
宴
の
主

で
あ
る
皇
太
子
の
茂
德
の
深
さ
と
天
姿
の
美
し
さ
へ
の
讃
歌
で
あ
る
。
そ
し

て
最
後
に
自
ら
の
こ
と
を
述
べ
て
帝
室
よ
り
賜
っ
た
幸
運
に
感
謝
し
て
い

る
。
直
接
に
は
七
夕
を
う
た
わ
な
い
が
、
し
か
し
、
天
に
ま
つ
わ
る
言
葉
を

選
ん
で
帝
室
を
讃
歌
し
て
い
る

「
天
に
先
ん
じ
て
順
う
」
と
詠
み

「
天

。

、

の

晷

は
仰
ぐ
に
澄
み
わ
た
れ
り
」
と
詠
み

「

欽

ん
で
昊
天
を

翼

う
」

、

ひ
か
り

つ
つ
し

う
や
ま

と
詠
み
、
そ
し
て
「
奄
い
に
七
政
を

斉

う
」
と
詠
む
と
き
、
座
は
そ
の
語

お
お

と
と
の

の
音
を
聞
く
た
び
目
を
天
空
に
転
じ
た
で
あ
ろ
う

「
七
政
」
の
語
も

『
尚

。

、

書
』
舜
典
に
「
以
て
七
政
を

斉

う
」
そ
の
漢
・
孔
安
国
の
伝
に
「
七
政
は

と
と
の

日
月
五
星
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
天
空
の
惑
星
を
い
う
。

陸
機
と
潘
尼
の
詩
を
比
べ
る
と
、
陸
機
の
侍
宴
の
詩
は
去
声
問
韻
の
二
韻

四
句
、
上
声
麌
韻
の
三
韻
六
句
、
下
平
声
蒸
韻
の
三
韻
六
句
、
去
声
映
韻
の

四
韻
八
句
、
上
声
皓
韻
の
四
韻
八
句
、
去
声
宥
韻
の
一
韻
二
句
、
去
声
遇
韻

の
二
韻
四
句
、
下
平
声
麻
韻
の
三
韻
六
句
を
用
い
た
二
十
二
韻
四
十
四
句
の

長
詩
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
潘
尼
の
詩
は
下
平
声
尤
韻
の
四
韻
八
句
の
短
詩

で
あ
る
。
こ
れ
は
潘
尼
の
詩
が
『
芸
文
類
聚
』
や
『
初
学
記

『
古
詩
紀
』

』

に
四
韻
八
句
だ
け
が
伝
わ
っ
て
他
は
滅
ん
だ
か
ら
で
、
潘
尼
の
詩
も
陸
機
と

同
じ
く
二
十
二
韻
四
十
四
句
の
長
詩
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
共
に
四
言

で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
「
我
后
」
と
い
う
語
を
用
い
て
皇
太
子
を
う
た
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
い
え
る
。
潘
尼
の
八
句
に
は
、
七
夕
宴
で
遊
ぶ
皇
太

子
を
描
く
ゆ
と
り
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
陸
機
の
詩
に
は
晋

の
帝
室
を
た
た
え
る
こ
と
に
終
始
す
る
あ
る
種
の
緊
張
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ

の
因
の
一
つ
と
し
て
、
四
十
四
歳
の
潘
尼
に
対
し
て
、
三
十
三
歳
の
陸
機
と

い
う
年
齢
の
差
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
太
子
舎
人
と
太
子

洗
馬
と
い
う
太
子
官
属
の
差
に
そ
の
因
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
無
理
で
あ
ろ

う
。
ど
ち
ら
も
官
品
は
第
七
品
で
あ
る

。

（

通
典
』
職
官
十
九
晋
官
品

『

）

な
お

『
芸
文
類
聚
』
巻
第
九
十
六
鱗
介
部
上
鼈
に
は
潘
尼
の
「
鼈
賦
」

、

と
陸
機
の
「
鼈
賦
」
が
み
え
、
そ
の
序
に
「
皇
太
子
玄
圃
に
遊
び
て
、
遂
に

釣
魚
を
命
ず
。
鼈
を
得
て
之
に
戲
れ
る
者
有
り
。
侍
臣
を
し
て
之
を
賦
せ
し

む

「
皇
太
子
釣
台
に
幸
し
、
漁
人
鼈
を
献
ず
。
侍
臣
に
命

」

、

（
潘
尼
鼈
賦
序
）

じ
て
賦
を
作
ら
し
む

と
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
賦
は
ど
ち

」
（
陸
機
鼈
賦
序
）

ら
も
皇
太
子
と
と
も
に
玄
圃
園
に
遊
ん
だ
と
き
に
下
命
を
受
け
て
作
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
を
呉
文
治
『
中
国
文
学
史
大
事
年
表
』
は
七
月
七

日
の
七
夕
の
時
と
し
て
い
る
。
根
拠
を
と
く
に
示
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ

の
根
拠
に
は
、
潘
尼
が
「
鼈
賦
」
で
「
若
し
乃
ち
秋
水
暴
該
し
、
百
川
沸
流

す
れ
ば
」
と
秋
の
水
を
詠
み
、
潘
尼
の
「
七
月
七
日
侍
皇
太
子
宴
玄
圃
園
」

で
は
「
商
風
初
め
て
授
か
る

「
少
昊
秋
を
迎
う
」
と
初
秋
の
風
を
詠
ん
で

」

あ
き
か
ぜ

い
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
陸
機
に
は
「
織
女

賦
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
北
堂
書
鈔
』
巻
第
一
百
三
十
六
履
八
十
一
に
「
陸

機
織
女
賦
、
足
躡
刺
繍
之
履
」
と
の
み
断
片
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
七
夕
と
秋
風
と
は
一
致
し
な
い
と
考
え
る
む
き
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
現
行
の
太
陽
暦
の
季
節
感
で
あ
っ
て
旧
暦
の
七
月
七

日
は
初
秋
に
あ
た
る
。
皇
太
子
が
玄
圃
で
七
夕
宴
を
開
い
た
年
を
呉
文
治
は

陳後主の七夕詩と六朝の侍宴七夕詩
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元
康
三
年

に
比
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
比
定
に
し
た
が
っ
て

（
二
九
三
年
）

元
康
三
年
の
七
月
七
日
を
陳
垣
の
『
二
十
史
朔
閏
表
』
を
も
と
に
換
算
す
る

と
、
太
陽
暦
で
は
八
月
二
十
五
日
に
相
当
す
る

。
潘
尼
が
七
夕
の
宴
で

（
９
）

詠
ん
だ
「
秋
水

「
商
風

「
迎
秋
」
の
語
は
ま
さ
し
く
そ
の
時
の
季
節
感

」

」

に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

梁
武
帝
と
任
昉

（二）

天
子
も
し
く
は
皇
太
子
の
七
夕
宴
で
の
詩
を
西
晋
か
ら
時
代
を
く
だ
っ
て

求
め
る
と
、
梁
武
帝
の
「
七
夕
」
が
あ
る
。
そ
の
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

梁
武
帝

七
夕

白
露
月
下
圓

白
露

月
の
下
に
圓
く

ま
る

秋
風
枝
上
鮮

秋
風

枝
の
上
に
鮮
や
か
な
り

○

瑤
臺
含
碧
霧

瑤
臺
は

碧
の
霧
を
含
み

羅
幕
生
紫
烟

羅
幕
に

紫
の
烟
生
ず

○

も
や

妙
會
非
綺
節

妙
會
は

綺
節

に
非
ず

は
た
お
り
の
と
き

佳
期
乃
涼
年

佳
期
は

乃
ち
涼
年
な
り

○

玉
壺
承
夜
急

玉
壺
は

夜
を
承
け
て
急
に

蘭
膏
依
曉
煎

蘭
膏
は

曉
に
依
り
て
煎
ゆ

○

き

昔
時
悲
難
越

昔
時
は

越
え
難
き
を
悲
し
み

今
傷
河
易
旋

今
は
傷
む

河
の
旋
り
易
き
を

○

か
え

怨
咽
雙
斷
念

怨
咽
し
て

雙
つ
な
が
ら

念

は
斷
た
れ

お
も
い

悽
悼
兩
情
懸

悽
悼
た
り

兩
つ
の

情

懸

る
は

○

こ
こ
ろ
へ
だ
た

七
夕
の
夜
白
露
が
月
明
か
り
を
う
け
て
ま
る
く
光
り
、
初
秋
の
風

が
木
々
の
枝
に
鮮
や
か
に
吹
き
わ
た
る
。
天
上
の
玉
の
楼
台
は
緑

の
霧
に
深
く
つ
つ
ま
れ
、
絹
の
と
ば
り
に
は
紫
の
も
や
が
し
の
び

よ
っ
て
い
る
。
今
宵
は
よ
き
逢
瀬
の
日
で
機
織
り
を
す
る
日
で
は

な
い
、
一
年
に
一
度
逢
え
る
こ
の
よ
き
日
は
涼
し
く
す
が
す
が
し

い
。
だ
が
、
漏
刻
の
壷
の
水
は
夜
が
深
く
な
る
に
つ
れ
て
滴
り
が

急
に
な
り
、
香
り
の
よ
い
ろ
う
そ
く
は
夜
明
け
が
近
づ
い
て
消
え

て
し
ま
っ
た
。
も
う
逢
っ
て
い
る
時
間
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
渡

っ
て
会
い
に
行
け
な
い
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
た
が
、
今
は
河
を
こ

え
て
帰
り
や
す
い
こ
と
が
傷
ま
し
い
。
悲
し
い
嗚
咽
は
二
つ
の
思

い
を
ず
た
ず
た
に
断
ち
き
っ
て
し
ま
う
、
な
ん
と
傷
ま
し
い
こ
と

か
、
二
人
の
心
は
再
び
遠
く
か
け
離
れ
て
ゆ
く
の
は
。

梁
武
帝
は
し
か
し
、
詩
の
出
来
映
え
が
は
な
は
だ
不
満
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

吏
部
郎
中
で
史
文
の
編
纂
に
あ
た
る
著
作
の
任
に
あ
っ
た
任
昉
に
次
の
よ
う

に
詔
げ
て
い
る
。

つ

聊
か
七
夕
詩
五
韻
を
為
る
も
、
殊
に
未
だ
詠
歌
に
近
か
ら
ず
。
卿
は
言

に
訥
と
雖
も
、
才
に
辯
た
り
。
即
ち
制
し
て
使
者
に
付
け
よ
。

た
だ

さ
ず

（
梁
武
帝
「
詔

『
文
選
』
巻
第
三
十
九
任
昉
「
奉
答
勅
示
七
夕
詩

」

久 保 卓 哉
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啓
」
李
善
注
引
）

「
七
夕
の
詩
五
韻
を
作
っ
た
が
す
ぐ
れ
た
詩
歌
と
は
ほ
ど
遠
い
。
任
昉
は
弁

、

。

」

舌
は
重
い
が

言
い
回
し
は
う
ま
い

す
ぐ
に
正
し
て
使
者
に
こ
と
づ
け
よ

と
任
昉
に
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
下
命
を
受
け
た
任
昉
が
た
だ

ち
に
梁
武
帝
に
奉
っ
た
文
が
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る

「
奉
答
勅
示

。

七
夕
詩
啓
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

臣
任
昉
が
申
し
あ
げ
ま
す
。
詔
を
う
け
た
ま
わ
り
併
せ
て
七
夕
の
詩
五

韻
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

考
え
ま
す
に
陛
下
の
功
績
は
多
く
し
か
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
情
を
詩
に

託
さ
れ
ま
す
と
、
世
に
た
ぐ
い
ま
れ
な
巧
み
さ
を
発
揮
さ
れ
ま
す
。
漢

に
は
武
帝
が
あ
り
魏
に
は
武
帝
・
文
帝
・
明
帝
の
三
祖
が
あ
り
ま
す

が
、
舜
の
南
風
の
詩
の
ご
と
く
調
露
の
楽
の
ご
と
き
陛
下
の
詩
歌
に
は

及
び
ま
せ
ん
。
陛
下
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
天
道
に
か
な
い
讃
辞
も
見

つ
か
ら
な
い
ほ
ど
で
す
。
幸
い
に
も
わ
た
く
し
は
陛
下
に
親
し
く
お
目

通
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
陛
下
が
潜
龍
の
こ
ろ
よ
り
奉
仕
し

て
賈
誼
や
司
馬
相
如
の
詩
賦
の
奥
義
を
き
わ
め
、
後
に
帝
位
に
つ
か
れ

て
は
漢
の
厳
安
・
徐
楽
に
倣
っ
て
陛
下
の
詔
命
を
待
っ
て
い
ま
す
。

陛
下
は
理
解
し
て
わ
た
く
し
の
訥
弁
を
大
目
に
み
、
利
を
求
め
て
も
疵

と
せ
ず
に
弁
才
あ
り
と
お
戯
れ
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
わ
た
く
し
め

が
陛
下
の
ご
下
命
に
お
答
え
し
ま
す
。
拙
い
な
が
ら
も
迅
速
に
で
は
あ

り
ま
す
が
す
で
に
粗
悪
さ
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
の
啓
に
臨
み
恥
じ
入
る

ば
か
り
で
身
の
置
き
所
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
任
昉
「
奉
答
勅
示
七
夕
詩
啓

『
文
選
』
巻
第
三
十
九
）

」

こ
の
啓
を
読
む
と
、
あ
く
ま
で
天
子
の
作
を
称
賛
し
な
が
ら
控
え
め
に
自

ら
の
詩
を
添
え
て
出
し
た
様
子
が
伺
え
る
。
だ
が
残
念
な
が
ら
、
粗
悪
と
謙

遜
し
て
使
者
に
託
し
た
任
昉
の
詩
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
梁

武
帝
作
の
七
夕
詩
は
、
右
に
引
い
た
任
昉
へ
の
詔
に
「
聊
か
七
夕
詩
五
韻
を

．
．

為
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
は
五
韻
十
句
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、

『
玉
台
新
詠
』
に
伝
わ
る
梁
武
帝
の
詩
は
六
韻
十
二
句

で

（
下
平
声
先
韻
）

あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
梁
武
帝
の
七
夕
詩
は
任
昉
の
手
を
経
た
後
の

作
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
は
い
つ
の
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

『
梁
書
』
任
昉
伝

。

の
次
の
記
述
が
教
え
て
く
れ
る
。

高
祖
践
阼
す
る
や
、
黄
門
侍
郎
を
拜
し
、
吏
部
郎
中
に
遷
り
、
尋
で

う
つ

つ
い

本
官
を
以
て
著
作
を
掌
る
。
天
監
二
年
、
出
で
て
義
興
太
守
と
為
る
。

（

梁
書
』
巻
十
四
任
昉
伝
）

『

梁
武
帝
が
即
位
し
た
と
き
任
昉
は
内
官
の
吏
部
郎
中
で
著
作
を
つ
か
さ
ど

り
、
天
監
二
年
に
外
官
の
義
興
太
守
と
し
て
外
に
出
た
と
い
う
。
し
た
が
っ

て
任
昉
が
「
奉
答
勅
示
七
夕
詩
啓
」
を
奉
っ
た
の
は
天
監
二
年
よ
り
以
前
で

梁
武
帝
の
即
位
の
後
と
な
る
。
梁
武
帝
の
即
位
は
天
監
元
年
で
あ
る
か
ら
、

（

）

そ
れ
は
天
監
元
年
の
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
10

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
七
夕
詩
の
出
来
映
え
に
こ
だ
わ
っ
て
任
昉
に
修

正
を
命
じ
た
の
が
即
位
の
年
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

『
梁
書
』
武
帝
紀
に
よ

。
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、

、

る
と
武
帝
の
即
位
は
四
月
八
日

で

五
月
に
は
陳
伯
之
が
挙
兵
し

（

）

丙
寅

六
月
に
は
劉
季
連
が
叛
乱
を
起
こ
し
て
政
情
は
甚
だ
不
安
定
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
即
位
後
初
め
て
行
わ
れ
た
七
夕
宴
で
あ
る
。
規
模
を
盛
大
に

す
る
上
に
そ
こ
で
示
さ
れ
る
天
子
の
詩
歌
は
他
を
圧
倒
す
る
出
来
映
え
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
二
人
は
斉
の
永
明
年

間
に
竟
陵
王
子
良
の
西
邸
に
集
っ
て
謝
朓
、
沈
約
と
と
も
に
八
友
と
称
さ
れ

た
梁
武
帝
と
任
昉
で
あ
る
。
梁
武
帝
が
任
昉
に
修
正
を
命
じ
た
の
は
当
然
で

あ
っ
た
。
時
に
梁
武
帝
三
十
九
歳
、
任
昉
四
十
三
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
天
監
元
年
七
月
七
日
、
梁
武
帝
の
長
子
昭
明
太
子
蕭
統
は
ま
だ
皇
太

子
で
は
な
く
三
カ
月
後
の
十
一
月
十
日

に
皇
太
子
と
し
て
立
つ
。

（
甲
子
）

時
に
二
歳
で
あ
っ
た
。
第
三
子
で
昭
明
太
子
の
同
母
弟
で
あ
る
簡
文
帝
蕭
綱

は
こ
の
時
は
ま
だ
こ
の
世
に
生
を
う
け
て
お
ら
ず
翌
年
の
十
月
二
十
八
日

に
誕
生
す
る
。

（
丁
未
）

そ
の
簡
文
帝
に
も
「
七
夕
」
詩
が
あ
る
。
そ
れ
を
紹
介
し
て
こ
の
稿
を
終

え
よ
う
。

梁
簡
文
帝

七
夕

秋
期
此
時
浹

秋
期

此
の
時
浹
り

め
ぐ

長
夜
徙
河
靈

長
夜
に

河
靈

徙
る

○

お
り
ひ
め
う
つ

紫
煙
淩
鳳
羽

紫
の
煙

鳳
羽
を
淩
ぎ

し
の

紅
光
隨
玉
軿

紅
の
光

玉
軿

に
隨
う

○

た
ま
の
く
る
ま

洛
陽
疑
劍
氣

洛
陽
に
て
は

劍
氣
か
と
疑
い

成
都
怪
客
星

成
都
に
て
は

客
星
か
と
怪
し
む

○

天
梭
織
來
久

天
の
梭

織
り
來
た
る
こ
と
久
し
く
も

ひ

方
逢
今
夜
停

方
に
今
夜
停
む
に
逢
う

○

ま
さ

や

織
女
と
牽
牛
が
出
会
う
時
に
な
り
、
長
い
夜
霊
妙
な
織
女
が
天
の

河
を
わ
た
る
。
紫
の
も
や
を
鳳
の
羽
が
し
の
い
で
飛
び
、
走
る
玉

の
車
の
あ
と
か
ら
紅
い
光
が
つ
い
て
ゆ
く
。
洛
陽
で
は
そ
れ
を
斗

宿
と
牛
宿
の
星
を
衝
く
名
剣
の
気
か
と
疑
い
、
成
都
で
は
そ
れ
を

新
星
か
と
怪
し
む
。
天
上
の
機
織
り
の
杼
は
ず
っ
と
織
り
続
け
て

ひ

き
た
が
、
今
宵
よ
う
や
く
そ
の
動
き
が
止
ま
る
時
が
来
た
。

六

あ
と
が
き

織
女
星
と
牽
牛
星
の
七
夕
伝
説
は
、
古
く
『
詩
経
』
に
歌
わ
れ
て
い
る
と

始
め
に
述
べ
た
が
、
な
ぜ
そ
れ
が
織
女
と
牽
牛
な
の
か
、
ま
た
な
ぜ
逢
い
た

、

、

く
と
も
逢
え
な
い
の
か

そ
れ
が
ど
う
し
て
一
年
に
一
度
だ
け
会
え
る
の
か

。

『

』

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た

小
南
一
郎
著

西
王
母
と
七
夕
伝
承

を
読
み
、
守
屋
美
都
雄
訳
注
『
荊
楚
歳
時
記
』
の
注
を
た
ど
り
、
わ
が
国
と

中
国
の
七
夕
に
関
す
る
論
文
を
取
り
寄
せ
て
読
ん
だ
が
、
一
向
に
疑
問
は
解

決
し
な
か
っ
た
。
だ
が
近
刊
の
書
『
長
江
文
明
の
探
求

（
梅
原
猛
・
安
田

』

喜
憲
共
著
新
思
索
社
二
〇
〇
四
年
）
の
梅
原
猛
の
仮
説
を
読
ん
で
一
気
に
解

決
し
た
。
梅
原
猛
は
い
う
。

七
夕
っ
て
い
う
の
は
ね
、
南
中
国
で
水
稲
を
つ
く
っ
て
い
た
稲
作
農
耕

民
の
養
蚕
を
し
て
い
た
女
性
が
、
捕
え
ら
れ
て
北
へ
行
っ
た
悲
し
い
歴
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史
の
生
ん
だ
伝
説
で
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
黄
帝
の
夫
人
が
絹
織
物
が

好
き
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
南
の
女
性
た
ち
が
捕
え
ら
れ
て
北
へ
連
れ
て

い
か
れ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
伝
説
に
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
だ
か
ら
南

に
残
さ
れ
た
夫
は
、
子
供
を
抱
え
て
、
そ
し
て
北
の
空
を
見
て
自
分
の

妻
を
思
っ
て
て
、
一
年
に
一
回
会
え
る
と
い
う
夢
を
抱
い
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
そ
れ
は
牽
牛
・
織
女
と
言
い
ま
す
か
ら
ね
、
牽
牛
と
い
う
の
は

や
は
り
牛
を
使
っ
た
稲
作
農
耕
で
す
よ
。
織
女
と
い
う
の
は
機
織
り

は
た

お

姫
で
す
か
ら
ね
。
稲
作
は
養
蚕
を
伴
う
。

梅
原
は
、
こ
れ
は
以
前
か
ら
の
説
で
、
今
は
ま
だ
「
僕
だ
け
の
説
だ
け
ど
」

と
控
え
め
だ
が
、
私
に
は
南
の
長
江
文
明
が
北
の
黄
河
文
明
に
と
っ
て
替
わ

ら
れ
る
過
程
で
生
ま
れ
た
伝
説
だ
と
い
う
梅
原
の
説
が
最
も
説
得
力
が
あ
っ

た
。
七
夕
の
解
明
は
文
献
よ
り
も
考
古
の
出
土
物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

注

『

』

。

、

（

）
１

小
南
一
郎
著

西
王
母
と
七
夕
伝
承

平
凡
社
一
九
九
一
年
に
詳
し
い

同
書
は

論
文
「
西
王
母
と
七
夕
伝
承

『
東
方
学
報
』
京
都
第
四
十
六
冊
一
九
七
四
年
三
月

」

と
論
文
集
『
中
国
の
神
話
と
物
語
り
』
岩
波
書
店
一
九
八
二
年
を
「
大
幅
に
書
き
改

め
、
図
版
も
倍
ほ
ど
に
増
や
し
」
て
（
同
書
あ
と
が
き
三
一
四
頁
）
出
版
。

（
２

『
叢
書
集
成
新
編

﹇
台
北
﹈
新
文
豊
出
版
民
国
七
十
五
年
に
収
め
る
明
・
万
暦

）

』

陳
継
儒
輯
刊
本
『
寶
顔
堂
祕
笈
』
輯
に
よ
る
。

（

）

『

』
（
﹇

﹈

）

３

逯
欽
立

先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩

北
京

中
華
書
局
一
九
八
三
年
第
一
版

及
び
『
全
唐
詩

（

北
京
﹈
中
華
書
局
一
九
六
〇
年
第
一
版
一
九
八
五
年
第
三
次

』
﹇

印
刷
）
を
調
査
し
た
結
果
。

（
４
）
拙
論
「
陳
後
主
の
鉤
韻
と
沈
約
の
賦
韻
及
び
陳
後
主
の
逸
詩
『
宣
猷
堂
宴
集
五

言

『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
二
〇
〇
四
年
十
月

』
」

（
５
）
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
を
参
照
文
献
と
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
６
）
作
詩
の
韻
を
振
り
わ
け
る
こ
と
を
賦
韻
と
い
う
が
、
そ
の
方
法
は
幾
通
り
か
考

え
ら
れ
る
。
一
、
複
数
の
韻
目
か
ら
一
つ
を
選
び
、
そ
れ
を
全
員
が
共
有
し
て
作
詩

す
る
。
二
、
複
数
の
韻
目
か
ら
各
自
が
一
つ
ず
つ
分
け
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
違

う
韻
目
で
作
詩
す
る
。
三
、
韻
目
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
、
そ
の
韻
目
に
属
す

る
韻
字
を
自
由
に
用
い
て
作
詩
す
る
。
四
、
韻
目
と
そ
の
韻
目
に
属
す
る
韻
字
を
も

。

、

、

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く

五

韻
目
と
韻
字
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
る
だ
け
で
な
く

用
い
る
順
番
も
決
め
る
。
明
・
徐
師
曽
の
『
文
體
明
辯
序
説
』
に
い
う
「
次
韻
」
が

こ
れ
に
あ
た
る
。

（
７
）
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
晋
詩
巻
八
「
初
学
記
十
引
潘
岳
詩
序
云
、

…
。
当
即
此
篇
原
序
」
の
「
潘
岳
詩
序
」
は
「
潘
尼
詩
序
」
の
誤
り
。

（

）

『

』
（

）
﹇

﹈

、

８

呉
文
治

中
国
文
学
史
大
事
年
表

上

合
肥

黄
山
書
社
一
九
八
七
年
は

潘
尼
の
「
七
月
七
日
侍
皇
太
子
宴
玄
圃
園
」
と
陸
機
の
「
皇
太
子
宴
玄
圃
宣
猷
堂
有

令
賦
詩
」
を
元
康
三
年
（
二
九
三
年
）
の
作
と
す
る
。
同
書
の
生
卒
考
証
に
よ
れ
ば

時
に
潘
尼
四
十
四
歳
、
陸
機
三
十
三
歳
と
な
る
。

（
９

『
増
補
二
十
史
朔
閏
表
』
陳
垣
編
董
作
賓
増
補
﹇
台
北
﹈
芸
文
印
書
館
中
華
民
国

）六
十
年
一
月
再
版
と

『
中
国
年
暦
簡
譜
』
董
作
賓
撰
﹇
台
北
﹈
芸
文
印
書
館
中
華

、

民
国
六
十
三
年
二
月
再
版
と
を
参
照
し
た
。

（

）
羅
国
威
編
「
沈
約
任
昉
年
譜

『
学
術
集
林
』
第
十
四
巻
遠
東
出
版
社
一
九
九
七

」

10
年
（

六
朝
作
家
年
譜
輯
要
』
上
冊
、
劉
躍
進
范
子
燁
編
﹇
哈
爾
濱
﹈
黒
龍
江
教
育

『

）

、

『

』﹇

﹈

出
版
社
一
九
九
九
年
収

と

曹
道
衡
劉
躍
進
著

南
北
朝
文
学
編
年
史

北
京
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人
民
文
学
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
も
同
じ
く
天
監
元
年
の
こ
と
と
す
る
。

The Poems of Chen Hou Zhu and Other Emperors and
Subjects at the Star Festival Banquet in Six Dynasty

Takuya KUBO

The Star Festival banquet was held with music and dance and there were
many poems written at the court of Six Dynasty.

In this essay I will reveal characteristics of Star Festival poetry of Xi
Jin's crown prince and his subjects Pan Ni and Lu Ji , and Liang Wu Di
and his subject Ren Fang , focusing around Chen Hou Zhu.

Star Festival, Exchanging Poetry, Pan Ni, Lu Ji, Liang Wu Di, RenKeywords:
Fang, Chen Hou Zhu
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